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Dropbox、文脈を理解する技術を「Dropbox Dash」に導入 

〜Dash で”チームワークを AI 化”し、文脈に沿った回答や要約を提示 

Dropbox でも Dash 体験が可能に〜 

 

 

 

Dropbox, Inc.（NASDAQ：DBX）の日本法人である Dropbox Japan 株式会社（本社：東京都千

代田区、代表取締役社長：梅田成二）は本日、Drobox Dash に関する発表をしました。今後、

Dropbox Dash の AI 機能が、Dropbox 内でも利用できるようになります。こちらは一部の米国

のユーザーには提供が開始されており、数か月後にはさらに多くのユーザーへの提供を開始

する予定です。また、米国ではアプリ版 Dropbox Dash が、Dropbox のセールス部門を介さず

にオンラインで導入できるようになりました。 

 

Dropbox Dash の AI 機能が Dropbox でも利用可能に 

Dropbox の環境に Dropbox Dash の AI 機能が搭載されることで、よりスマートな検索機能をは

じめ、インテリジェントな整理機能、時短に役立つ要約機能が可能になります。Dropbox に統

合された Dropbox Dash に質問をすると、Dropbox に保存された資料やメディアに基づいて、

文脈に沿った回答を取得できます。既存のアカウントに保存されているすべてのコンテンツが

学習の対象となるため、ユーザーが Dropbox を使えば使うほど、Dropbox Dash の理解度が

深まり、検索結果の精度も向上します。そのため、より関連性の高い回答が期待でき、作業の

効率化に役立つ実用的な情報が取得できるようになります。 

 



 

本機能は、米国のユーザーにすでに提供開始されており、今後、利用を希望するユーザーに

は先行利用の順番待ちリストでの利用申し込みが可能です。また、数ヶ月後にはより広いユ

ーザーの申し込みが可能です。 

 

自分でセットアップできる AI アプリ、Drobox Dash 

アプリ版 Dropbox Dash は、米国では Dropbox のセールス部門を介さずに、ダウンロードがで

きるようになりました。チームの規模を問わず、簡単にダウンロードができ、セットアップも数分

で完了します。 

 

 
 

検索も作業のサポートもできる AI チームメイト、Dropbox Dash の紹介 

一般向けの AI ツールは高性能である一方で、業務に必要なさまざまな文脈を理解するように

設計されていません。多くの企業は、既存のアプリに AI を連携していますが、AI がアクセスで

きない外部アプリや、ツール上で行う作業まではサポートされていません。実際に、AI ツール

の 95%が試験段階を超えられず、導入の定着が難しいと言われています。 

 

そのような現状に応えるために、Dropbox は Dropbox Dash を開発しました。アプリ版 Dropbox 

Dash は、Dropbox をはじめ、Slack、Microsoft 365、Notion、Canva など、日々の業務で使うツ

ールと連携が可能で、パーソナライズされた検索エンジンとしても、AI アシスタントとしても利

用できます。また Dropbox Dash は、文脈を捉えるコンテキスト・インテリジェンスを搭載してお

り、日常業務で扱う多種多様なコンテンツ、ツールに幅広く対応しているため、必要としている

情報を得ることができます。日本のナレッジワーカーは、AI を業務利用することで、労働生産

性が上がることを最も期待しています（83.5%）。さまざまな外部ツールと連携ができる Dropbox 

Dash は、業務効率の向上を支援します。 

 

また、日本のナレッジワーカーの 18.6%は、AI を業務で利用したくない理由としてセキュリティ

の不安をあげています。Dropbox Dash は、ユーザーのデータを販売したり、生成 AIモデルの

構築に利用しないため、安全に利用が可能です。 

 

 

 



 

アプリ版 Dropbox Dash の特徴は下記の通りです。 

 

• まるで会話するように検索が可能：「秋の発表用のコンテンツカレンダー」のようなコン

テンツから、「砂漠の夕焼けの撮影」の編集データまですばやく検索ができます。PDF

から PNGまで、Dropbox Dash のマルチモーダル検索を使うと、同僚に質問するような

自然な言葉で検索ができます。 

 

• 仕事に関する回答を取得：「クライアント提案書の最新バージョンの更新内容を教え

て」「昨年のブランドキャンペーンのレポートをまとめて」と Dropbox Dash に聞くだけで、

タブやツールを切り替えることなく回答を得ることができます。得た回答を、Dropbox 

Dash の AI を活用した文章作成機能に入れることで、次の作業工程を作ることもできま

す。 

 

• Stackで最新の状態に同期：Stackは、コンテンツをリアルタイムで簡単に整理、共有

できます。ファイル、リンク、更新情報を 1 つの場所でまとめて管理することができ、メ

ンバー全員が常に最新の情報にアクセスできます。「このプロジェクトの要約を作成し

て」と指示するだけで、そのプロジェクトに特化した回答を得ることもできます。 

 

• アクセス管理機能でコンテンツの安全性を確保：Dropbox Dash は、Dropbox が常に追

求するプライバシーとセキュリティの原則に則っています。Dropbox は、ユーザーのデ

ータを販売したり、生成 AIモデルの構築に使用しません。コンテンツの所有権を持つ

のは、いかなる場合でもユーザーです。 

 

 
 

動画の中からも回答を見つける 

Dropbox は AI スタートアップ企業の Mobius Labs を迎え、Dropbox Dash のマルチモーダル機

能の向上を目指しています。Mobius Labs は、大規模なマルチメディア処理に最適化された独

自の AIモデルを開発しています。動画、音声、画像のいずれを扱う作業でも、Dropbox Dash

でより複雑な検索や回答のワークフローをサポートできるようになります。 Mobius Labs の概

要は、AI に特化した Dropbox の公式 note でも紹介しています。 

 



 

 

Dropbox Dash の機能をワークフローに活用 

Dropbox Dash は、すでに使用しているツールと連携するだけでなく、そのツール内でも動作し

ます。今回発表した Dropbox Dash の Model Context Protocol（MCP）サーバーを使用すると、

Claude、Cursor、Goose などの MCP 対応アプリ内で、すべてのコンテンツを安全に検索できま

す。タブの切り替えや情報のコピーペーストは不要のため、メールの作成中でもコードのレビュ

ー中でも、Dropbox Dash があれば簡単に必要な回答や情報が得られます。詳細は、ヘルプセ

ンター（英語）を参照ください。 

 

Dropbox Dash の利用を始めるには 

• Dropbox Dash が搭載された Dropbox：Dropbox Dash の機能を搭載した新しい

Dropbox の利用招待を受け取っていない場合は、先行利用の順番待ちリストに登録で

きます。現在は、米国ユーザーが登録可能です。今後数か月で、利用できるユーザー

数を拡大する予定です。 

• アプリ版 Dropbox Dash：米国では、Dropbox の有料プランを使っていないユーザーも、

アプリ版 Dropbox Dash の無料トライアル版（英語版のみ）を利用できます。 

 

Dropbox Dash の詳細は dropbox.com/dash （英語）を参照ください。 

 

以上 

 

*本プレスリリースの画像や関連する動画などは、こちらからダウンロードいただけます。 
 

Dropbox Japan について 
Dropbox は、プライベートと仕事、それぞれのコンテンツをわかりやすく整理し、生産性を維持

できる場所を提供します。Dropbox の製品は、よりスマートな働き方を実現するために開発さ

れ、現在 180 か国以上で 7 億人を超える方々に愛用されています。本社は米国カリフォルニ

ア州サンフランシスコです。Dropbox の使命と製品については、dropbox.com をご覧ください。 
Dropbox Japan は、Dropbox の日本法人です。詳細は、 または https://navi.dropbox.jp/ をご

覧ください。 
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